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1．暴力としての表象 あるいは、内と外の組齢
　社会（文化的環境としての制度）というものを、人は、いかなる局面にお
いて、意識するだろうか。あるいは、肉体的に体験するだろうか。
　ある場合は、冠婚葬祭のような場で、思いもかけぬ人と人とのつながりを
眼の当たりにし、縁の不思議さといったものを思い知る時だろうし、ある場
合は、予想すらしなかった災害で焼け出され、不眠の夜を明かした翌朝、ふ
と差し出された握り飯を受け取る瞬間でもあるだろう。またある場合は、免
許取り立ての年若いドイラバーが、血気にまかせて違法運転を行ない、その
結果として、法の裁きという社会的制裁を受ける時でもあるだろう。社会は
そこに属する個体を保護しもするが、それと背反しもする。
　ところで、Charlotte　Bront6の代表作」α舵みrθの主人公の場合は、社
会を、より正確には、その規範（＝法）を、体力の弱さ、劣った美貌、そし
て少女らしくない性格という局面において、経験しなければならない。
　だが、体力のなさに関して言えば、社会的な規範と同時に、自然の掟を合
わせた両者によって、か弱い肉体は制裁を受けることになる。
　」α舵1秒rθの第1章は、　“Therewasnopossibilityoftakingawalk
that　day．”という冒頭の一行の後、次のような一節が続く。
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　I　was　glad　of　it；I　never　liked　long　walks，especially　on　chilly
aftemoons：dreadful　to　me　was　the　coming　home　in　the　raw　twilight，
with　nipped　fingers　an（l　toes，and　a　heart　saddened　by　the　chidings　of
Bessie，the　nurse，and　humbled　by　the　consciousness　of　my　physica1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のinferiority　to　Eliza，John，and，Georgiana　Reed．
　厳しい外気に対する耐久力を持たない敏感すぎる皮膚の持ち主にとって、
“the　cold　winter　wind”の中での“outdoor　exercise”は理不尽な苦役以
外のものではないだろう。また、その苦役を苦役と思わぬ頑強な肉体の所有
者たちとの比較によって、己れの“inferiority”を思い知らされるのだから、
この日課は、肉体的にも精神的にも、Janeのような存在を萎縮させる強迫
者に他ならない。
　世界と私は調和しない、という外界と内界のずれの意識が生じるのは、そ
　　　　　　　　　　　　　にラのような局面に立たされる時だ。この違和の意識を解消するには、外界にな
めらかに同調する技術が必要とされるが、それを獲得するまでに存在がこう
むらねばならない不快さに満ちた過程は、やはり、不幸な体験として記憶さ
れる。
　My　first　quarter　at　Lowood　seemed　an　age，and　not　the　golden　age
either；it　comprised　an　irksome　struggle　with　difficulties　in
habituating　myself　to　new　rules　and　unwonted　tasks．The　fear　of
failure　in　these　points　harassed　me　worse　than　the　physical　hardships
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆof　my　lot，though　these　were　no　trifles．
　それ自体、法の空間であるローウッド寄宿学校（Lowood　Institution）に
おいて、法に自分を馴致させてゆくJaneは、自分を奪われているという意
識をぬぐい去ることができないまま、幼少時代を過ごしてゆくが、では、そ
の奪われる様を、Janeはどのようなかたちで目撃するのか。それは、自分
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の言葉は受け入れられず、自分にはとうてい受け入れ難い他人の言葉を無理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）矢理押しつけられる、という光景を通して、体験される。
　例えば、第一章の冒頭の場面において、養母であるReed夫人から、Jane
は自分の言葉を表明することを禁止される　（“until　you　can　speak
pleasantly，remain　silent。”）。以後、幼少期を通して、特にGateshead
（JaneがReed家の人間と共に生活する屋敷の呼び名）において、Janeは自
分の言葉を奪われ、屈辱でしかない他人の言葉によって自分を客体化される
苦痛きわまりない状況を強いられる。
　Reed家の人問のみならず、小問使いのAbbotからは、“a　mad　cat”、“a
littletoad”というレッテルをはられる。また、JaneをLowoodlnstitution
に引き取ることになる、その所有者Brocklehurstは、Reed夫人から、Jane
についての次のような陳述を受け取る。
　Mr．Brocklehurst，I　believe　I　intimated　in　the　letter　which　I　wrote　to
you　three　weeks　ago，that　this　little　girl　has　not　quite　the　character
and　disposition　I　could　wish：should　you　admit　her　into　Lowood
school，I　should　be　glad　if　the　superintendent　and　teachers　were
re（luested　to　keep　a　strict　eye　on　her，an（1above　a11，to　guar（1εしgainst
her　worst　fault，a　tendency　to　deceit．I　mention　this　in　your　hearing，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆJane，that　you　may　not　attempt　to　impose　on　Mr．Brocklehurst．
Reed夫人によって表象されたこの姿を、Janeは、深い傷と怒りの念を覚
えながらも、ただ黙って耐えるほかはない。
・・I　saw　myself　transformed，under　Mr．Brocklehurst’s　eye，into　an
artfu1，noxious　child，and　what　could　I　do　to　remedy　the　injury？
　“Nothing，in（ieed，”　thought　I，as　I　struggle（1to　repress　a　sob，an（1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆhastily　wiped　away　some　tears，the　impotent　evidences　of　my　anguish．
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　他者による表象というこの暴力は、Lowoodにおいて、貧しい少女たちが
こうむらねばならないものだ。Lowoodに到着以来、しばらくJaneの前に姿
を現さなかった、また「わたしに永久に悪い子の烙印を押してしまうはず」
（“was　to　brand　me　as　a　bad　child　for　ever”）だと、Janeによってその出
現を恐れられていたBrocklehurstがLowoodに姿を見せたその当日、Julia
Sevemという生まれつき髪が縮れている少女は、校則違反であるとして、そ
のカールのかかった髪を刈り取られそうになる。また、その直後、石盤を床
に落としてこわしてしまったJaneは、見せしめとして、教室の真ん中で腰
かけ上に立たされ続けるという恥辱を昧わう。あるいは、Janeと最も親し
い少女であったHelen　Bumsは引き出しの整理が上手にできないという理由
で、“Slattem”（「だらしのない娘」）と書きつけられたボール紙をScatcherd
先生によって額に結びつけられ、朝から夕方まで、さげ続けるという罰を強
制される。
　以上見てきた例のように、Janeをはじめとする少女たちは、他者の言葉
によって囲い込まれ、支配されてゆくのだが、一方で、その言葉に抗い、他
人の言葉ではなく、自分の言葉こそが正当なのだと主張する訴訟の劇がドラ
マをかたちづくる。
　例えば、“Slattem”と書きつけられた、Helenの額のボール紙は、Jane
によって、ひきちぎられ、暖炉の中へ投げこまれる。そして、訴訟劇の典型
的な例として、Brocklehurstの目の前で恥をかかされたJaneが、彼の帰った
後、Reed夫人との間でかわす激しい口論があげられる。
　GatesheadからLowoodにJaneを引き取ってもらうことを決意したReed夫
人が、面接のために自宅に呼びよせたBrocklehurstに対して、Janeを一方的
に嘘つき呼ばわりし、はずかしめた後、部屋にJaneとReed夫人の二人だけ
が残った時、Janeは次のように決意して言葉を発する。
　助θαゐI　must：I　had　been　trodden　on　severely，and1彫sむtum：but
how？What　strength　had　I　to　dart　retaliation　at　my　antagonist？1
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gathered　my　energies　launched　them　in　this　blunt　sentence
　“I　am　not　deceitful：if　I　were，I　should　say　I　loved　lyoα；but　I
declare　I　do　not　love　you：I　dislik　you　the　worst　of　anybody　in　the
world　except　John　Reed：and　this　book　about　the　Liar，you　may　give
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのto　your　girl，Georgiana，for　it　is　she　who　tells　lies，and　not　I．”
　この訴訟劇が演じられた4日後、Janeは一人Gatesheadを去ることになる
が、Reed夫人に向かって自分の言葉を言い放った後、Janeは勝者としての
自分を感じ、かつて味わったことのない自由と勝利の気持ちを味わう。他者
の言葉の対象でしかなかった存在が主体としての自分を奪い返す瞬間である
わけだが、GatesheadにおけるJaneの物語は、黙っている（remain　silent）
ことの理不尽な強制から、その禁止を破り、黙らないでいることの自由への
獲得への移行として描かれている。
　自分の言葉と他人の言葉の齪齪が、小説」αηε1疑y泥の主題のひとつを構成
しているが、この内部と外部のずれの問題は、「内」と「外」という語が示
すように、空間の問題としてもまた立ち現れることになる。
　“lwasadiscordinGatesheadHal1”とはっきりと書きしるされている
ように、Janeは自分が今ここにいる場所に対して、強い違和感を抱いてい
る少女である。自分の所属すべき場所こそが、彼女にとっての一番の問題な
のだ、と言ってよい。だから、」α舵Eンrεという小説は、“discord”の語か
ら接頭語の“dis”を消し去る過程を描いた物語なのだと言うことができる。
では、“discord”から“accord”への移行はどのように実現されればよい
のか。それには、そぐわない場所を廃棄し、自分にふさわしい場所を新たに
創り出すか、あるいは探し出すかすればよい。次の章では、」α舵1逐yrεにお
ける場所の問題が論じられることになる。
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2．」αηθEレ泥における複数の場所
　」α舵勿rθの物語の展開が、Janeによる場所の移動に支えられていること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（81は、Sandra　M．Gilbert、Susan　Gubarらによって指摘されている。
Gatesheadに始まるこの長編小説において、JaneはLowood、Thomfield、
Moor　House、Femdeanと、自分の住まうべき場所を変えてゆく。それが、
自分にふさわしい場所を求めての探求の動機に発することは一目瞭然だが、
この大局的な空間移動の他に、場所をめぐる主題がいくつかこの小説にはち
りばめられている。
　例えば、第一章に描かれているエピソードは、この小説が場所をめぐる物
語であることを、読む者に告げている。
　屋外での散歩を不可能にするほど、冷たい風が吹き、雨の降る、冬のある
日のできごとに始まるこの小説の冒頭において、まず描かれるのは、Reed
家の客間の光景である。そこでは暖炉を前にして、母と母をとりまく子供た
ちの団藥の姿が描写されているが、当時の中流家庭でよく目にされたであろ
うこの家庭の姿はいかにも幸福そうである（“looked　perfectly　happy”）。
だが、Janeはその団樂の光景から、あからさまに遠ざけられる　（“Me，she
haddispensedfromjoiningthegroup．”）。理由は、Janeが子供らしから
ぬ性格をしているからというものであり、それに口答えをするJaneにむかっ
てReed夫人は、　“remain　silent”というせりふとともに、　“Be　seated
somewhere”と命令する。
　その命令に従うJaneがおもむくのは、客間に隣接された小さな朝食用の
食堂である。その食堂にすえつけられた本棚から、Bewickの伍sεoぴo∫
βr観shBかdsを取り出すと、彼女は、出窓に上がり、カーテンを引いて、二
重の隠れ家（doubleretirement）に閉じ込もり、読書に没頭する。
　敵意ある他者の視線を遮断し、書物の世界の安楽にひたりきること。自分
を客体化される苦痛をこうむることなく、カーテンと書物の「二重の隠れ家」
に手厚く保護されながら、世界との調和をひととき楽しむこと。Bessieを除
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いてReed家において共感者を一人として得ることのできないJaneにとって
は、食堂のカーテンで仕切られた出窓の狭い空間は、唯一の居場所であり、
自分を取りもどすためのサンクチュアリである。
　だが、そのつかの間の安らぎも、JohnReedの登場によって破られる。出
窓のサンクチュアリから追い出されたJaneは、Johnに本を投げつけられ、
頭部に傷を負う。それまで口には出さなかったJohnへの侮蔑の言葉を宣告
したJaneは、Johnとつかみ合いのけんかを始め、やがて部屋に駆けつけて
きたReed夫人の命令によって、有名な「赤い部屋」へと監禁される。
　客間から出窓、そして「赤い部屋」へと、第一章はJaneの空問移動のエ
ピソードの連鎖によって形成されている。Rosemarie　Bodenheimerも指摘
　　　　くのするように、第一章では発語の主題も立ち現れているが、それと結びついて
場所の主題もまた、この小説の重要な要素であることを、この最初の章は読
む者に示している。
　第一章に登場する出窓と「赤い部屋」　　　一方は存在を癒す甘美な記憶
に連なる場所であり、もう一方は禁忌の記憶に連なる異空間である。前者は
LowoodにおけるTemple先生の自室に、そして後者はThomfieldにおける
Bertha　Masonが監禁される屋根裏部屋に、それぞれつながる性質のものだ。
　Lowoodでの生活において、Janeにとって最も甘美な記憶は、Temple先
生と同じ時間、同じ空間を共有したことであるだろう。Gatesheadの延長と
も言えるLowoodの厳しい生活の中で、Janeが唯一心をなごませるのは、親
友Helenと共に、Temple先生の自室に招き入れられる時である。Gateshead
での面接以来、初めて、Brocklehurst氏がJaneの目の前に姿を現したその日、
Janeは失敗を犯し、腰掛けの上に立たされ、周囲のさらし者となる。一方、
HelenはSmith先生の機嫌をそこね、腕に「怠けもののしるし」（“the
untidy　badge”）をつけて、Janeが一人だけで居残る教室へ入ってくる。
傷ついた二人の少女が身をよせあうなか、Temple先生が教室に姿を見せ、
二人を自分の部屋へと招待する。その部屋で、Janeは子供のころの物語
（「赤い部屋」も含めて〉をすっかり先生に打ち明け、先生との信頼関係を強
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く感じる。そしてJaneとHelenは、それまでLowoodで口にしたことのない
ケーキとトーストとお茶をごちそうしてもらい、至福の時をすごす。安息す
べき場所を許されぬ二人の少女にとってTemple先生の部屋は、Gateshead
における出窓と同じように、サンクチュアリとしての機能をはたしている。
事実、伝染病にかかったHelenが静かに息を引きとるのは、Temple先生の部
屋のJaneが横に添い寝するベットの上である。また、Helenの死後、第一級
の首席となり、その後教師の地位を与えられる、というLowoodでの位置の
上昇を実現するJaneがLowoodを出てゆく決意をするのは、Temple先生が
結婚のためLowoodを去ることになる、すなわちLowoodからTemple先生の
部屋が消滅することになるからである。
　出窓、Temple先生の部屋という聖域とも言える空間がある一方で、小説
」α舵1砂rεには、「赤い部屋」、そしてThomfieldの屋根裏のような特異な空
間が登場する。「赤い部屋」にはJaneが、そしてThomfieldの屋根裏部屋に
はBerthaがそれぞれ監禁され、この負の体験を共有することで、両者はそ
れぞれの分身としての性格を、そうとは自覚せずに、になうことになる。ゲッ
トーにも似たあからさまな囲い込みによって、彼らは、世界における周縁的
地位を、自分のpositionとして強制される。差別とは、まず何よりも空間分
割の問題、すなわち対象を空間のどこに位置づけるかという問題として立ち
現れるのだから、この小説に登場するこれらの部屋（空間）はすぐれて政治
的な意味あいをおびることになる。では、Janeはどのように屋根裏部屋を
目撃するのか。
　Lowoodを去った後、Thomfieldで、Rochesterの私生児（と思われる）
Adδleの家庭教師としてやとわれたJaneは、Thomfield到着の翌朝、家政婦
のFairfax夫人に連れられて館の中を案内される。食堂を出た後、嘆声を発
せさせるほど見事な部屋を見て回った後、Janeは館の三階へとおもむく。
そこだけ時間がせき止められ、過去が沈殿してしまった趣のあるその空間は、
見晴らしのよい屋根の出口への通り道でもあるのだが、屋根裏は地下室のよ
うであり、Janeに「青ひげ」のお城の回廊を連想させる。
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　その時、異様な笑い声がJaneの耳を打つ。その声の持ち主こそが、小説
のこの時点では正体を明かされていない、屋根裏部屋に監禁されたRoches－
terの妻Bertha　Masonなのであるが、この屋根裏はガストン・バシュラール
の言う「地下室」の性質をあからさまに示している。「地下室は地下にうず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆめられた狂気であり、壁にとじこめられたドラマである」。Bertha　Mason
の笑い声は、別の言葉で言えば、ノイズであるが、この異質の記号の最も近
くに接近しながら、Janeはそれとの直接的な遭遇を回避する。ノイズとい
う「外部」の言葉の誘惑に、Janeは自身の肉体を委ねようとはけっしてし
ない。（と言っても、間接的な形での遭遇は実現するとも言えるのだが、そ
のことは後で述べる）。
　イギリス人の父と現地人の母との間に生まれた西インド育ちの異邦人Ber－
thaは、少女時代のJaneと同じように、自らの言葉を口にすることは禁じら
れ、ひたすら他者の表象の対象物として描かれる。Janeの眼を通して描か
れる狂女Berthaは、その容貌、叫び声、笑い声、行動様式のいずれの面に
おいても、怪奇小説の紋切型に近いが、おそらくこの点において、Char－
lotteと妹Emilyの差異があらわれるように思われる。W碗her‘πg　Hθ‘gん亡sで
の病床に臥すCatherinの講言の描写に見られるように、Emilyはノイズに対
する感性に恵まれていたが、CharlotteはEmilyほどその感性に恵まれては
いない。言いかえれば、Charlotteはノイズに対する同情、共感が足りない。
Berthaの母である植民地の現地女性を安易に精神病として記述してしまう
例にしろ、Rochesterがフランスであやまちを犯すその相手のフランス人女
性にしろ、あるいはJohn　Riversが伝導の地として選ぼうとするインドに対
する故ない嫌悪にしろ、Charlotteには地政学的な差別意識があるように思
われる。と言っても、Charlotteがノイズに対してまったくの鈍感というわ
けではない。そうでなければ、「赤い部屋」、屋根裏部屋は、記述される言葉
を得られなかっただろうし、再読する魅力に乏しい」α舵1砂陀の中で、これ
らの部屋が登場する場面は独特の磁力を発している。
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3．妻の座という場所、そして孤児の場所
　小説♂α舵1珈rθに登場するいくつかの場所を我々は指摘してきたが、人が
そこに肉体を寄せるべき住みかとしての空間のみが、この小説で重要な要素
をになっているわけではない。Reed家における家族の一員としての位置の
ように、あるいはLowoodにおける優れた生徒であるかいなかの問題のよう
に、JaneがThomfieldで直面しなければならない問題は、Rochesterの妻の
座をめぐって演じられる、positionに関わる葛藤劇である。
　男爵令嬢のBlanche　IngramがRochesterの婚約者候補としてThomfieldに
姿を現すやいなや、Janeの心に動揺が生じ、日々、自分とBlancheとの比較
行為が彼女の心を占めるようになるが、その比較の中心点をなすのは、もち
ろんRochesterである。それまで意識しなかったRochesterへの想いが徐々
に形をとり始めるが、Janeはそれを言葉にして認めることを回避したまま
の状態でいる。JaneのRochesterへの感情が言葉として形をとるのは、思い
もかけぬできごとによってである。
　Blancheをはじめとする、Rochesterの知り合いの貴族たちがThomfieldに
滞在し、毎日、宴に興じているある日、ジプシーの老女がThomfieldを訪れ
る。館の人間の運命を占うのだと言いはり、反対意見も出されるが、結局、
自分の主張を押し通してしまう。Blancheら館の娘たちが、一人ずつ、老女
のいる部屋へとおもむき、ぴたりと彼女たちの生活を言い当てるが、最後に
老女はJaneに部屋に来ることを要求する。Janeはその指示どおり書斎へと
おもむき、Rochesterの変装による女占い師と対面する。
　その部屋で、RochesterとBlancheの結婚話を話題にした後、老女＝
RochesterはJaneの顔について言及し始める。Janeの目、口について言及し
た後、老女躍Rochesterは額へと話題を向け、「その額は、こう言っている」
と述べ、直接話法によって、Janeの額の言葉を代弁する。直接話法の中の
言葉はさして重要ではないので引用することはしないが、Rochesterが直接
話法を用いてJaneの言葉を代弁するという身ぶりは重要である。Janeが言
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葉を口にすることを禁じたり、あるいはその言葉に耳を傾けようとはしない
登場人物がひしめく中で、作品中、唯一、Janeの位置へと身をゆずりわた
し、彼女の言葉を代弁できる役割をになえるのは、Rochesterだけだからで
ある。二人が結婚の意志を確認しあうのは、これよりさらに後の場面である
が、二人の関係が決定的な変容をこうむるのは、この場面であると言ってよ
いo
　こうしてRochesterの妻の位置に身を収めたかに見えるJaneであるが、結
婚式の当日、またしてもJaneは残酷な空間追放の劇を体験しなければなら
ない。礼拝堂で牧師を前にし、結婚の誓いの言葉が交わされようとする、ま
さにその瞬間、Rochesterの隠された妻Berthaの存在が一人の弁護士によっ
て暴かれる。この時、JaneはRochesterの妻の座をBerthaによって奪われ、
所属すべき場所を持たぬ孤児の存在につきもどされる。
　事実、この直後、Thomfieldを去ったJaneは、一文無しの浮浪者として荒
野をさまよう試練を得た後、実はいとこ同士の関係であったRivers家の人間
にひろわれることになるが、彼らと住むMoor　Houseにおいて、Janeは本名
をいつわって、しばらくの間、生活することになるのである。
　孤児としてのJane　　小説のはじまりにおいてのJaneの身分は、おば
の家に養女として引きとられた、血筋の保証を受けないみなし児である。だ
が物語が進むにつれて、徐々に、Janeの身元が明らかとなる。Reed夫人は
息を引きとる直前、次の事実をJaneに教える。三年前に送られてきた手紙
の中で、おじのJohn　Eyreが姪であるJaneを養女とし、死後、その財産のす
べてをJaneに譲る意志であると。また、JaneElliottという偽名を用いて素
姓を隠すJaneの本名を知ったJohnRiversは、Janeが自分のいとこであり、
死んだJohnEyreが2万ポンドの遺産をJaneに残していることを知らせる。
　親も財産も持たぬ卑しい孤児の身分のJaneは、物語が四分の三ほど進ん
だところで、由緒正しい社会的地位とそれなりの財産の所有者となっている。
孤児とは所属すべき場所を持たない者の謂いであるが、その許されぬ場所が
意図をこえた所で用意されている。ならば、」αηεみrθとは、卑しいと見な
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されていた者が、実は、高貴な身分の持ち主であったと物語られる「貴種流
離諄」の一ヴァージョンなのだろうか。自分の手から不当にも奪われていた
王位を最終的に見い出すという、血統を保証された身元正しき者の物語なの
だろうか。
　そうではない、とJaneは一人決意する。事実、与えられた2万ポンドの
財産はJaneの意志によって四等分され、Rivers家の三人の兄妹に分配され
る。また、Jahn　Riversの求婚を断わった翌日、JaneはMoor　Houseを去り、
Thomfieldへと向かう。そして、かつての一時期、王位（Rochesterの妻の
座〉を約束されていたThomfiledに到着したJaneが目撃するものは、宮殿で
はなく黒焦げの廃塘である。
　言うまでもなく、Janeの不在中、ThomfieldはBerthaの放火によって、
廃嘘と化している。Janeが最終的に見い出す場所は、王位を受け継ぐ者が
住まう、宮殿ではなく、人気のない荒れはてた廃塘なのである。だが、この廃
嘘ほど、孤児に似つかわしい場所もあるまい。強いられた身分としての孤児
であったJaneは、いま、自らの意志によって孤児としての場所を選ぼうと
している。あるいは、それを自立への選択と呼んでもいいかもしれない。
　ところで、すでに述べたように、ThomfieldはBerthaの放った火によって、
焼きつくされる。そして、その火が屋敷をおおいつくす中、Berthaは屋根
からとび降り、命を絶つ。そのBerthaと雇い人たちを救おうと屋敷に残っ
たRochesterは、くずれ落ちた建物の下敷きとなり、片腕と視力を失う。
Thomfieldを失ったRochesterは、Femdeanの別邸に移り住み、雇い人の老
夫婦の世話を受けながら、世間との交渉を断ち、隠者のような生活を送る。
やがて再会をはたしたJaneとRochesterは、Berthaのいなくなったいま、晴
れて夫婦となる。
　このようにして、ことの経緯を見ていくと、Berthaの放火事件は、かな
り重要な機能をになっていることがわかる。なぜなら、一度はJaneから奪っ
たRochesterの妻の座を、自ら命を断つことによって、BerthaはJaneにゅず
り渡しているのであり、また、Thomfieldに火を放つことによって彼女は
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Rochesterから社会的地位を奪いとり、同時にRochesterの体を不自由にす
ることで、彼を男性社会に象徴されるもの　　　それをあえて安易に父権と
よんでもよい　　　からも追放しているからである。Janeという場所を捨
てた孤児と、Rochesterという場所を奪われた孤児が、廃塘　　　孤児たち
の場所　　　でめぐりあい、新しい場所をつくろうとしている。そして、こ
の遭遇を用意したものが、ほかならぬBerthaといういまひとりの孤児なの
である。BerthaはJaneの意図をこえたところで、Janeの共犯者としての役
割を演じている。先に、JaneとBerthaの直接的な遭遇はなかったが、間接
的な遭遇は実現していると述べておいたのは、こうした理由による。だが、
それにしても、その潜在的な共感者を最も身近に招き寄せながら、当の本人
であるJaneに無視され続けるBerthaという女性は、やはり悲劇的な存在な
のだろうか。ノイズとは、救うべき言葉を与えられず、声なく傑える微震と
して、とぎすまされた聴覚にのみ、かすかに触知される宿命を生きるものな
のだろうか。
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